
漢検２級テスト 解

1 五百年の[星霜]を経た寺だ。 せいそう ア

2 長々しい[駄弁]に閉口した。 だべん イ

3 子供が成長して家が[手狭]になった。 てぜま ウ

4 精神の[平衡]が保たれている。 へいこう エ

5 情勢を見通す[冷徹]な目を持っている。 れいてつ オ

6 日がな一日、[渓流]に糸を垂れる。 けいりゅう 1 抑揚 イ
2 上棟 エ

1 人の命に[ケイチョウ]の差はない。 軽重 3 不純 オ
2 [カンキュウ]自在の投球を見せた。 緩急

3 目を[コ]らしてじっと見る。 凝 1 面

4 [イ]住まいを正して客を待つ。 居 2 丙

5 先生の[クチグセ]を巧みにまねる。 口癖 3 臭

6 [ロウバシン]ながら忠告します。 老婆心

1 (   )不党 不偏 ア
1 富裕 貧窮 2 会者(   ) 定離 ウ
2 凡才 逸材 3 高論(   ) 卓説 イ
3 喪失 獲得

ア
不偏不党(ふへんふとう)

1 昼寝 午睡 ウ
会者定離(えしゃじょう
り)

2 計略 策謀 イ
高論卓説(こうろんたく
せつ)

3 妨害 阻止
正 誤

1 派 把
2 激 撃

以下の文の間違っている字を記し、正しい漢字に直せ。

偏ることなく公平中立の立
場にたつこと。
この世は無常であることの
例え。
優れた意見や議論。

自(みずから)

海外依存度の高い金属資源を日本近海の海底から採掘するため、その埋蔵金を派
握しようとする構想がある。
弾道ミサイルや魚雷などを搭載する潜水艦は、地上の目標物や会場を航行する艦
船を攻激する能力を有する。

上の字が下の字の意味を打ち消しているもの

以下の熟語下記のア～オのどの構成にあたるか。

次の漢字の対義語を記せ。

次の漢字の部首を記せ。

四時熟語の(   )に入る漢字を記せ。
また、下から意味を選べ。

次の漢字の類義語を記せ

面(めん・おもて)

一(いち)
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次の漢字のよみを記せ。

次のカタカナを漢字に直せ。

同じような意味の漢字を重ねたもの。

反対または対応の意味を表す字を重ねたもの

上の字が下の字を修飾しているもの

下の字が上の字の目的語・補語になっているもの


